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 2008年に 26 Kの超伝導転移温度 Tcを持つ鉄系超伝導体 LaFeAsO1-xFxが発見されて以来、鉄系超伝導体
の研究が盛んになされてきた。ほとんどの鉄系超伝導体は FeCh層（Ch=Seなどの 16族元素）または FePn
層（Pn=Asなどの 15族元素）を持っており、超伝導はこれらの層に関係するとされている。 
 超伝導体 KxFe2-ySe2は、異常に高い磁気モーメント 3.3μB/Fe を持つこと、本質的に超伝導相と非超伝導
相に相分離すること、Fe が欠損しており order を示すこと、ホールポケットがないことなど、他の鉄系超
伝導体と違う特性を示すことから、大きな注目を浴びている。さらに、近年、KxFe2-ySe2は加圧により超伝
導転移温度 Tcが減少して一旦消失した後、再び 11 GPa程度の圧力でより高い Tc を持つ超伝導相が現れる
事が報告されている[1]。これは他の鉄系超伝導体と異なる振る舞いを示すため、我々はこの第 2の超伝導
相の発現機構の解明を目指して、結晶構造と電子構造を粉末 X 線回折と共鳴 X 線発光分光の手法を用い
て調べた。 
この系は、急冷の度合いにより超伝導転移温度 Tc が異なる。我々は、550℃で急冷を行った試料
K0.77Fe1.68Se2 (Tc~ 31 K)と除冷した試料 K0.62Fe1.65Se2 (Tc ~ 7 K)を用意した。X線回折は SPring-8の BL12B2
で、共鳴 X 線発光分光は BL12XU で行った。共鳴 X 線発光分光の手法では、具体的には Fe Kβ発光分光
と Fe K-edge の高分解能吸収スペクトルを測定した。高圧実験には全てダイアモンドアンビルセルを用い
た。 
X線回折の結果、両試料において約 11 GPaで Fe空格子の orderが disorderしている事が分かった。また、
Fe Kβ発光スペクトルは Fe 3dの磁気モーメントとの相互作用により 3p軌道が分裂するため、Kβ1,3と Kβ’
という 2つのピークが得られる。したがって、Fe Kβ発光スペクトルを調べることで、Feの磁気モーメン
トを算出できる。図 1 にそれぞれの試料の Fe Kβ 発光スペクトルから計算された磁気モーメントを示す。
加圧と共に磁気モーメントが減少しているが、第2の超伝導相に入る11 GPa付近で微小な増加が見られた。
さらに Fe の高分解能吸収スペクトルの圧力依存性では、吸収端が加圧と共に低エネルギー側へシフトし
ており、Feの価数が減少していると思われる。 
急冷の違いによる大きな変化は、高圧下では見られ
なかったが、両試料で第 2 の超伝導相に入る 11 GPa
付近で Fe 空格子の order が disorder することや、磁気
モーメントが微小に増加している。しかしながら，
SC-IIの Tcと相関のある物理量は発見されず，SC-IIの
起源は未だよく分かっていない． 
 
[1] L. Sun et al., Nature 483, 67 (2012). 
 
図 1：K0.77Fe1.68Se2と K0.62Fe1.65Se2 
の磁気モーメントの圧力変化 
